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図 1 新規 GTL触媒(カプセル触媒)の構造と反応
2 実験
2.l Co/A1203 FT触媒の調製
ベ ー ス とな る FT触媒 はア
Incipient―Wetness法により含浸させ,

























合成 ガ ス組 成 :H2/CO=2(Ar3.06%,C032.4%,H2Balance)
反応時間 :  6時間
















触媒を完全に覆 うゼオライ ト膜が生成したことがわかった。生成した β¨ゼオライ トの粒子径
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まで, β…ゼオライ ト膜のカプセル触媒では C12までとβ―ゼオライ トカプセル触媒の方が重
質なことから,水素化分解能はZSM…5膜のカプセル触媒よりも低いことが分かつた。カプセ
ル触媒では,FT触媒で生成する炭化水素はゼオライ トのチャンネル構造の中を通り,触媒外

































































9。58   8.81
15。47  24.73
19。35  24.61    0。72
C=:C)lefln;Cis。:Isoparamn;Cn:NoHnal parafFln;Wc。′A1203/ (c。+H2)=10g。・h./1nol,1.0 1Иpa,533K,I12/CO=2,6h.
4 今後の展望
今回開発したβ‐ゼオライ ト膜を持つカプセル触媒は一段階のFT反応で,ガソリン留分
に相当する軽質分枝炭化水素を高い活性で合成することが出来た。この触媒の工業化に向け
て共同研究を行い商品化を行いたい。
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